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磁場閉じ込め核融合プラズマにおいて、誤差

磁場や外部コイルによる共鳴摂動磁場（RMP）

に対するプラズマ応答は健全な閉じ込め性能

維持の観点から重要な課題であり、様々な磁場

閉じ込め装置で研究が進められている[1]。RMP

のプラズマによる遮蔽効果に対する物理の理

解は、ELMや Locked mode等の安定性制御を高

い精度で行う上で必要不可欠である。本研究で

は、小型トカマク装置 HYBTOK-II において、

RMP 印加時のプラズマ内部構造をプローブを

用いて直接計測し、RMPとプラズマとの相互作

用に関する物理を理解することを目的として

いる。大型装置での RMP 実験で用いられる低

次モード（m/n=2/1）の RMPシステムを設計・

製作し、磁気プローブアレイや静電プローブア

レイを製作して、磁場遮蔽および RMPとMHD

不安定性の相互作用を明らかにすることが目

的である。 

本研究では、ポロイダル方向に 2箇所、トロ

イダル方向に 4 箇所に RMP コイルを設置し、

位相の異なる電圧を印加することで、トロイダ

ル方向にRMPを回転させることが可能である。

径方向磁場 Br計測プローブアレイ、ポロイダル

磁場 B計測プローブアレイ、静電プローブアレ

イを用いた計測結果を図 1に示す。図 1(b)のよ

うな周辺部に q = 3, 4の有理面をもつプラズマ

に f = 1 kHzのm / n = 2 / 1のRMPを印加したと

きの Brの 1kHz成分を図 1(a)の赤丸で示してい

る。真空中に比べて、q = 3面の近傍で減衰して

いることから磁場が遮蔽されていると考えら

れる。一方、q = 2面の近傍では増加しており、

RMP 無印加でも真空磁場より大きな磁場揺動

が観測されることから、MHD 不安定性の影響

が大きいと考えられる。図 1(c)からは、q = 3面

の近傍でわずかに浮遊電位が小さくなってい

ることが確認される。今後は、異なる q分布の

プラズマに RMP を印加した時の内部構造を計

測することを予定している。 
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図 1.RMP の有無によるプラズマ内

部構造の比較。(a) プラズマ中と真

空中の 1kHz成分の径方向磁場の比、

(b)q分布、(c)浮遊電位分布 


